
花
は
盛
り
に
月
は
隈
な
き
を
の
み 

見
る
も
の
か
は 
  

『
徒
然
草
』
よ
り 

                  
 
 

田
上 

早
百
合 

 

吉
田
兼
好
の
こ
の
一
文
は
、
軸
装
の
「
陰
陽
」
、
紬
に
書
い

た
「
家
隆
の
和
歌
」
に
も
通
じ
る
、
こ
の
度
の
作
品
展
で
の

私
の
テ
ー
マ
で
す
。 

 

花
と
月
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
段
ボ
ー
ル
を
丸
く
切
り
、
銀
の

岩
彩
を
塗
っ
て
、
版
画
の
要
領
で
押
し
、
下
絵
に
し
ま
し
た
。 


